
国道１０５号 「幸屋渡工区」の事業概要

別紙１

○国道１０５号は、由利本荘市を起点として、大仙市と仙北市を経由し北秋田市に至る県の南北を

結ぶ主要幹線道路で、物流や観光などの産業振興や、救急医療、地域防災などの機能を担う

重要な路線です。

○事業箇所は、道路幅が狭く急カーブも連続しているなど、車両の安全な通行に支障を来している

状況であり、利用者の安全・安心を確保するため、早急に整備を実施する

必要があります。

○今回の一部区間（Ｌ＝０．７ｋｍ）の開通により通行の安全性が向上する

とともに、観光振興や地域間交流が促進されるほか、緊急輸送道路とし

ての機能が確保されます。

☆期待される効果

～狭い道路幅や急カーブ等の解消により、通行の安全性が向上

[道路幅が狭く脱輪した車］

① 「走りやすさ」の向上

② 地域の活性化を支援 ～観光振興・地域間交流の促進

計画諸元

路線名 　一般国道１０５号

事業箇所 　北秋田市阿仁幸屋渡

整備内容 　バイパス整備・現道拡幅

計画延長 　Ｌ＝１．６ｋｍ

車線数 　２車線

歩道等の有無 　有り

岩野目橋（いわのめはし）
橋長 　５３．６ｍ
幅員 　１２．０ｍ
形式 　単純鋼箱桁

③ 緊急輸送道路の機能確保


